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主催／文部科学省　　運営／株式会社　三菱総合研究所
お問い合わせ／株式会社　三菱総合研究所　科学・安全政策研究本部
　　　　　　　産業イノベーション戦略グループ（担当：高谷、本間）
　　　　　　　電話番号：03-6705-6051　　専用電子メールアドレス：ura-ws-ml@mri.co.jp

申込締切／2016年3月2日（水）
 申込多数の場合は先着順とさせて頂きます。

申込方法／ http://www.mri.co.jp/ura-ws2016/ 
上記URLよりお申し込みください。

会　　場／東工大蔵前会館

開催日時／2016年
13：00～18：00予定 （開場12：00）

月3 日（日）6
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本シンポジウムの最新情報は、http://www.mri.co.jp/ura-ws2016/で確認いただけます。

参 加 費

無料
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プログラム（敬称略） 講演者、パネリスト、内容等は変更になる場合があります。

　12:00　受付開始

　開会（13:00～13:05）

　基調講演（13:05～14:05）

　①「日本の科学技術駆動型イノベーション創出能力の強化に向けて ～ＵＲＡの使命と大学の挑戦～」
　　  柘植　綾夫　　公益社団法人科学技術国際交流センター会長

　②「大学の未来と求められるアカデミアの戦略 ～大学経営を担う人材の計画的な育成と確保に向けて～（仮題）」
　　  上山　隆大　　政策研究大学院大学副学長

　事例紹介「大学経営を研究等の側面から支える体制、人材、その役割について」（14:05～15:05）

　①「大学マネジメントとＩＲ」
　　  西郡　　大　　佐賀大学ＩＲ室長、アドミッションセンター准教授

　②「これからの大学に求められる法務体制の構築（仮題）」
　　  岡田　昌治　　九州大学教授国際法務室

　③「求められる大学の広報戦略 ～大阪大学の挑戦」
　　  伊藤　雄一　　大阪大学准教授クリエィティブ・ユニット

（休憩10 分）（15:05～15:15）

　委託調査研究の紹介（15:15～15:35）

　　「リサーチ・アドミニストレーター業務の自立的運営に向けた調査・分析」
　　  山野宏太郎　　株式会社三菱総合研究所　主任研究員

　ＵＲＡシステムの構築に向けて ～各団体等の活動紹介～（15:35～16:20）

　①「研究力強化に資する大学・研究機関ネットワークの構築とその活動」
　　  小泉　　周　　自然科学研究機構研究力強化推進本部特任教授

　②「リサーチ・アドミニストレーター協議会の創設と期待する取組み」
　　  山崎　光悦　　金沢大学学長、リサーチ・アドミニストレーター(RA)協議会会長

　③「医歯薬系ＵＲＡに求められる役割とmedU-net の活動」
　　  飯田香緒里　　medU-net 事務局長・東京医科歯科大学教授

（休憩10 分）（16:20～16:30）

　パネルディスカッション（16:30～18:00）

　テーマ
「大学の研究経営におけるＵＲＡの位置づけ（今後、URA の更なる機能高度化のために取り組むべきアカデミアの課題とは何か）」

　モデレーター
　　上山　隆大　　　（政策研究大学院大学副学長）

　パネリスト
　　川端　和重　委員（北海道大学理事・副学長）
　　野口　義文　委員（立命館大学研究部事務部長）
　　向　　智里　委員（金沢大学理事・副学長）
　　森田　育男　委員（東京医科歯科大学理事・副学長）
　　山本　進一　委員（岡山大学理事・副学長）

　閉会（18:00）

※（終了後、会費制の意見交換会を開催予定）
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